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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直列に接続されている複数個のバッテリー電池において該バッテリー電池の電池電圧を
測定する方法であって、前記バッテリー電池が、共通の参照ポテンシャルと、測定すべき
電池（Ｚｉ）の数量に相当する数量の、直列に接続された測定抵抗器（Ｒｉ）と、該測定
抵抗器（Ｒｉ）と前記電池との間に配置されている複数個のスイッチ（Ｓｉ）とを備え、
該スイッチ（Ｓｉ）を閉じることにより前記測定抵抗器のうちの１つの測定抵抗器を前記
電池のうちの１つの電池に対し並列に接続可能であるようにした前記方法において、
－測定すべき１つの電池の第１の極と接続されているスイッチを閉じるとともに、前記測
定すべき電池に比較して前記参照ポテンシャルよりも量的に高い電圧を持った電池の１つ
の極に接続されている他のスイッチを閉じて、測定中のどの時点でも各電池を通じて同じ
電流が流れるようにし、他のすべてのスイッチを開くステップと、
－前記第１の極において前記参照ポテンシャルに比して降下している電圧を検出し記憶す
るステップと、
－前記測定すべき電池の前記第１の極と接続されているスイッチを開き、且つ前記測定す
べき電池の第２の極と接続されているスイッチを閉じるステップと、
－前記第２の極において前記参照ポテンシャルに比して降下した電圧を検出し記憶するス
テップと、
－前記２つの極で検出した電圧の差を形成することによって電池電圧を検出するステップ
と、
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を含んでいる前記方法。
【請求項２】
　測定すべき１つの電池（Ｚｉ）の１つの極において前記参照ポテンシャルに比して降下
している電圧を次のようにして検出し、すなわち前記参照ポテンシャルに接続されている
測定抵抗器の直列回路の第１の測定抵抗器（Ｒ１）において降下する電圧を測定し、これ
から、前記極と前記参照ポテンシャルとの間にある測定抵抗器の直列回路と前記第１の測
定抵抗器（Ｒ１）との間での分配比率を考慮して、前記極において降下する電圧を算出す
ることによって、前記測定すべき１つの電池（Ｚｉ）の１つの極において前記参照ポテン
シャルに比して降下した電圧を検出するようにした、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スイッチ（Ｓｉ）の開閉と、測定すべき１つの電池（Ｚｉ）の極において降下する
電圧の算出と、電池電圧の算出とを、マイクロプロセッサで制御される測定制御器（１０
）を用いて行うようにした、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記他のスイッチとして第１０のスイッチ（Ｓ１０）を閉じ、前記バッテリーパック（
１００）が平衡バッテリーパックであり、すべての電池（Ｚ１，．．．Ｚ１０）とすべて
の測定抵抗器（Ｒ１０，．．．Ｒ１）とに同じ測定電流（Ｉ１０）が流れ、すべての電池
（Ｚ１，．．．Ｚ１０）に関し同じ電圧が設定され、閉じたスイッチ（Ｓｉ）を介して前
記測定すべき電池（Ｚ１，．．．Ｚ１０）に流れる電流が最小であるようにした、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　直列に接続されている複数個のバッテリー電池（Ｚｉ）において該バッテリー電池の電
池電圧を共通の参照ポテンシャルを用いて測定する装置において、
－測定すべき電池（Ｚｉ）の数量に相当する数量の、直列に接続されている測定抵抗器（
Ｒｉ）と、
－前記測定抵抗器と前記電池または前記電池用の接続部との間に配置され、閉じることに
よって前記測定抵抗器のそれぞれ１つの測定抵抗器を前記電池のうちの１つの電池に並列
に接続させる複数個のスイッチ（Ｓｉ）と、
－請求項１から４までのいずれか一つに記載の方法にしたがって、選定した測定すべき電
池に依存して前記スイッチ（Ｓｉ）を開閉させるとともに、前記選定した測定すべき電池
の２つの極において前記参照ポテンシャルに比して降下した電圧を検出する測定制御器（
１０）と、
を備えた装置。
【請求項６】
　前記測定制御器（１０）が、測定すべき１つの電池（Ｚｉ）と前記参照ポテンシャルと
の間で切り換えられる前記測定抵抗器の直列回路（Ｒ１＋Ｒ２＋Ｒ３＋．．．）と前記参
照ポテンシャルに接続されている第１の測定抵抗器（Ｒ１）との間の少なくとも１つの電
圧分配比率を算出または記憶する演算ユニットおよび／またはメモリユニットを有してい
る、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記測定制御器（１０）がマイクロプロセッサユニットとメモリとを有し、該マイクロ
プロセッサユニットとメモリとが、請求項１から４までのいずれか一つに記載の方法にし
たがって、その入力部に印加される測定電圧（Ｖ測定値）を検出し記憶するとともに、利
用者が選定した測定すべき電池に依存して前記スイッチ（Ｓｉ）を開閉させて電池電圧を
算出するようにした、請求項５または６に記載の装置。
【請求項８】
　請求項５から７までのいずれか一つに記載の装置を備えた充電器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、たとえばリチウムイオン電池パックのようないわゆるバッテリーパックまた
は電池パックに使用される、直列に接続されている複数個のバッテリー電池において、該
バッテリー電池の電池電圧を測定する方法および装置に関するものである。本発明は、さ
らにこのような装置を備えたバッテリーパック用の充電器にも関わる。
【背景技術】
【０００２】
　再充電可能なこのようなバッテリーパックの典型的な使用分野は、たとえば電気工作機
械、手で操縦される掃除機、懐中電灯、洗浄器等の家庭用機器、或いは、庭園、樹木、灌
木の手入れ用の機器である。
【０００３】
　この種のバッテリーパックは、一般に、直列に接続された多数のバッテリー電池を含ん
でいる。特にリチウムイオンバッテリーパックの場合には、直列に接続されている電池の
電圧（いわゆる個別電圧または電池電圧）を測定し、それによってたとえばバッテリーパ
ックの容量状態を検出し、或いは、充電／放電サイクルを最適に制御できるようにする必
要性が頻繁にある。
【０００４】
　前記電池電圧の測定は、一般的には、共通のポテンシャルに関して行われ、特に直列回
路またはバッテリーパックのマイナス極に関して行われる。この場合、電池電圧の測定中
に個々の電池がまちまちに強く負荷され、よって非平衡状態になるという問題が頻繁に発
生する。この非平衡化によってバッテリーパックの有効容量が減少することが明らかにな
っている。
【０００５】
　このため、たとえば特許文献１には、エネルギー蓄積装置のセルスタックで個々の電池
電圧を測定する装置と方法が記載されている。この場合、各電池に並列に２つのダイオー
ドの直列回路が配置され、その接続点はそれぞれコンデンサと切換えスイッチとを介して
差動増幅器と接続されている。コンデンサには特定の周波数および振幅の交流電流が蓄積
され、この交流電流が電池電圧に相当する交流電圧を発生させ、交流電圧は、整流後に、
電池電圧に対し量的に関連のある直流電圧値に変換される。
【０００６】
　特許文献２からは、蓄電池の制御装置および制御方法が知られ、この場合には、蓄電池
の端子電圧が所定の閾値以上であるときに、蓄電池（コンデンサ）に蓄積されている充電
量をレリーズする第１の制御装置と、蓄電池の温度を検出する温度検出装置と、蓄電池の
温度に依存して前記閾値を変化させる第２の制御装置とが設けられている。温度変化によ
って蓄電池の端子電圧が変化したときに前記閾値をも変化させることで、不必要な放電を
回避し、蓄電量を高めようとするものである。
【０００７】
　特許文献３はバッテリ電圧測定装置を開示しているが、この装置は、特に、直列に接続
されている多数の二次バッテリーをそれぞれ備え直列に接続されている多数のモジュール
から構成されているバッテリー電池用の装置である。この装置は、それぞれのモジュール
のために、実質的に、該当するモジュールの電圧へ充電されるコンデンサと、該コンデン
サとモジュールとを接続、遮断するスイッチと、コンデンサの電圧を出力する電圧フォロ
アと、該電圧フォロアとコンデンサとを接続、遮断するスイッチとを含んでいる。これに
よってバッテリー電圧を高精度で検出しようとするものである。
【０００８】
　特許文献４には、直列に接続されている多数のバッテリー電池から構成されたバッテリ
ー電池群のための電圧測定装置が記載されている。この測定装置は、実質的に、測定すべ
き１個または複数個のバッテリー電池をコンデンサと接続させて、該コンデンサを前記バ
ッテリー電池によって充電させるスキャンニングスイッチと、充電されたコンデンサの電
圧を測定電圧として検出し補正することで、スキャンニングスイッチの接続容量によって
生じる測定電圧の電圧誤差を減少させる測定部分と、スキャンニングスイッチをオンにす
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る直前にオンされて、測定部分の入力接続部をアースさせることで、測定部分を過電圧か
ら保護する過電圧保護スイッチとを含んでいる。これによって実質的に測定精度を高め、
過電圧が測定部分にかかるのを阻止しようとするものである。
【０００９】
　最後に、特許文献５から、直列に接続されている多数のバッテリー電池から構成された
バッテリー電池群のための他の電圧測定装置が知られている。直列に接続され、スイッチ
を介して択一的に異なる電池と接続される複数個のコンデンサは、Ａ／Ｄ変換されてアナ
ログの保護スイッチを介して電圧検出器に送られる電池電圧を蓄積するために用いられる
。さらにノイズ低減手段も設けられている。これによって測定誤差を少なくしてバッテリ
ー電圧を確実に測定しようとするものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】ＤＥ１０３４７１１０
【特許文献２】ＤＥ１０３２０１２７
【特許文献３】ＤＥ１００５１９８４
【特許文献４】ＥＰ１７５０１３９
【特許文献５】ＵＳ２００４／００５１５３４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の課題は、直列に接続されている複数個のバッテリー電池（特にバッテリーパッ
ク）において該バッテリー電池の電池電圧を測定する方法および装置において、電池電圧
の前記測定によって個々の電池に生じる電池直列回路の非平衡化を少なくとも実質的に減
少させることである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この課題は、請求項１によれば、直列に接続されている複数個のバッテリー電池におい
て該バッテリー電池の電池電圧を測定する方法であって、前記バッテリー電池が、共通の
参照ポテンシャルと、測定すべき電池の数量に相当する数量の、直列に接続された測定抵
抗器と、該測定抵抗器と前記電池との間に配置されている複数個のスイッチとを備え、該
スイッチを閉じることにより前記測定抵抗器のうちの１つの測定抵抗器を前記電池のうち
の１つの電池に対し並列に接続可能であるようにした前記方法において、
－測定すべき１つの電池の第１の極と接続されているスイッチを閉じるとともに、前記測
定すべき電池に比較して前記参照ポテンシャルよりも量的に高い電圧を持った電池の１つ
の極に接続されている他のスイッチを閉じて、測定中のどの時点でも各電池を通じて同じ
電流が流れるようにし、他のすべてのスイッチを開くステップと、
－前記第１の極において前記参照ポテンシャルに比して降下している電圧を検出し記憶す
るステップと、
－前記測定すべき電池の前記第１の極と接続されているスイッチを開き、且つ前記測定す
べき電池の第２の極と接続されているスイッチを閉じるステップと、
－前記第２の極において前記参照ポテンシャルに比して降下した電圧を検出し記憶するス
テップと、
－前記２つの極で検出した電圧の差を形成することによって電池電圧を検出するステップ
と、
を含んでいる前記方法によって解決される。
【００１３】
　さらに、前記課題は、請求項５によれば、直列に接続されている複数個のバッテリー電
池において該バッテリー電池の電池電圧を共通の参照ポテンシャルを用いて測定する装置
において、
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－測定すべき電池の数量に相当する数量の、直列に接続されている測定抵抗器と、
－前記測定抵抗器と前記電池または前記電池用の接続部との間に配置され、閉じることに
よって前記測定抵抗器のそれぞれ１つの測定抵抗器を前記電池のうちの１つの電池に並列
に接続させる複数個のスイッチと、
－請求項１から４までのいずれか一つに記載の方法にしたがって、選定した測定すべき電
池に依存して前記スイッチを開閉させるとともに、前記選定した測定すべき電池の２つの
極において前記参照ポテンシャルに比して降下した電圧を検出する測定制御器と、
を備えた装置によって解決される。
【００１４】
　上記解決手段の格別な利点は、公知の解決手段とは異なり、少なくとも、外乱耐性、測
定精度、走査時間、反応時間、測定時間、或いは他のパラメータへの影響がほとんどない
ほどに、非平衡化を十分に減少させることができる点にある。
【００１５】
　本発明による方法と本発明による装置とは、さらに、ほとんど任意の数量の電池を備え
たバッテリーパックの電池を測定するために適用可能である。
【００１６】
　従属項は、本発明の他の有利な構成を含んでいる。
【００１７】
　本発明の他の詳細、特徴、利点は、図面を用いて例示した有利な実施形態の以下の説明
から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の有利な実施形態のブロック線図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明による電池電圧測定装置は、直列に接続された測定対象の電池Ｚｉの数量に相当
する数量で直列に接続されている測定抵抗器Ｒｉと、該測定抵抗器と電池との間に配置さ
れている複数個のスイッチＳｉとを含んでいる。スイッチＳｉを閉じることによって測定
抵抗器のそれぞれ１つを電池の１つに対し並列に接続させることができる。従って、測定
抵抗器ＲｉとスイッチＳｉとは、測定対象の各電池Ｚｉに対しそれぞれ１つの測定抵抗器
Ｒｉを並列に接続することができるように、且つすべての測定抵抗器Ｒｉが直列に接続さ
れるように、配置されている。
【００２０】
　測定抵抗器の直列回路は電池の直列回路に並列に接続され、すなわち測定抵抗器の直列
回路の外側の２つの接続部は、電池の直列回路の外側の接続部とそれぞれ接続されている
。電池直列回路の外側の２つの接続部のうちの１つの接続部（好ましくはマイナス極）は
、電池電圧を測定するための参照ポテンシャルを形成し、その結果電池直列回路の外側の
前記１つの接続部と測定抵抗器の直列回路の外側の該当する接続部との接続においては、
参照ポテンシャルが共通であるためにスイッチを設ける必要がない。
【００２１】
　なお、念のために述べておくと、これはもちろん以下のようなケースにも対応的に適用
される。すなわち、参照ポテンシャルとして電池の直列回路内のゼロポテンシャルを選定
し、適当な第３の外側の接続部（たとえば中央の接続部）を介して導出したゼロポテンシ
ャルに関して正の電圧または負の電圧を使用するケースに対しても適用される。その結果
、本発明による原理はこのケースにも適用可能である。
【００２２】
　個々の電池Ｚｉの公称電圧がすべて同じ大きさであれば、測定抵抗器Ｒｉはすべて同じ
大きさである。電池のうちの１つが他の電池よりも高い公称電圧を有している場合には、
この電池に並列に接続されている測定抵抗器も、他の電池に並列に接続可能な直列回路の
測定抵抗器よりも同じ比率で大きく選定されている。
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【００２３】
　本発明による装置は、さらに、測定制御器を含んでいる。測定制御器は、本発明による
方法にしたがってスイッチＳｉを、電池電圧を検出すべき電池に依存して開閉させること
で、測定抵抗器Ｒｉの１つの測定抵抗器に関し降下する電圧の測定値から電池電圧を算出
するためのものである。
【００２４】
　この場合、測定すべき電池に関する電池電圧は、参照ポテンシャルに対して測定される
電池の２つの極に印加される電圧の差を形成することによって求める。
【００２５】
　前記２つの電圧を求めるには、好ましくは、接続部の１つ（直列回路の外側の１つの接
続部でもある）でもって参照ポテンシャルと接続されているような測定抵抗器（「第１の
」測定抵抗器Ｒ１）を介して降下する（測定）電圧を測定する。測定すべき電池の極にお
ける２つの電圧は、それぞれ、測定すべき電池の該当する極と参照ポテンシャルとの間に
ある測定抵抗器の直列回路と、第１の測定抵抗器との間での分配比率を考慮して求める。
このようにする利点は、すべての電池のすべての電池電圧を求める際の測定電圧に対する
測定過程(Messabgriff)が同じであり（すなわち参照ポテンシャルと接続されている第１
の測定抵抗器Ｒ１）、従って他のスイッチ等を用いて測定過程を変更する必要がないこと
である。
【００２６】
　参照ポテンシャルに対して測定すべき１つの電池の１つの極に印加される電圧を求める
ため、測定制御器を用いて、前記極に接続されているスイッチを閉じる。さらに、参照ポ
テンシャルに対して測定すべき電池に比べてより高い電圧を持った電池の１つの極に接続
している他の少なくとも１つのスイッチを閉じ、好ましくは最大電圧を持っているスイッ
チ（一般には、電池直列回路のプラス極に接続しているスイッチ）を閉じる。これに対し
、他のすべてのスイッチは開いた状態にしておく。（なお、補足して述べておくと、プラ
ス極を参照ポテンシャルとして選定するケースでは、参照ポテンシャルに対して測定すべ
き電池に比べて量的により高い電圧を持っている電池の１つの極に接続しているスイッチ
を閉じる。好ましくは電池直列回路のマイナス極に接続しているスイッチを閉じる。）
【００２７】
　これにより、以下にさらに詳細に説明するように、直列回路のすべての電池と、最大電
圧を持った電池に接続している閉じたスイッチと、このスイッチに接続されている測定抵
抗器の直列回路とを通じて、同じ測定電流が参照ポテンシャルへ流れ、他方前記閉じたス
イッチを介して、測定すべき電池の極には電流は（ほとんど）流れない。なぜなら、そこ
には、前記スイッチと接続されている測定抵抗器に対するポテンシャル差がないからであ
り、或いは、ポテンシャル差を電流によって相殺できるからである。
【００２８】
　次に、図１に図示した実施形態を用いてこの点をさらに詳細に説明する。
【００２９】
　図１はバッテリーパック１００を示している。バッテリーパック１００は複数個のバッ
テリー電池Ｚｉを有し、図示したケースでは例えば直列に接続された第１の電池Ｚ１から
第１０の電池Ｚ１０までを有している。バッテリー電池Ｚｉはそれぞれ少なくとも実質的
に同一の電池公称電圧を持っている。この直列回路の外側の接続部（すなわち第１０の電
池Ｚ１０のプラス極または第１の電池Ｚ１のマイナス極）は、バッテリーパック１００の
プラス極（＋）またはマイナス極（－）を形成している。なお、マイナス極は電圧を測定
するための参照ポテンシャルである。
【００３０】
　本発明による装置は、それぞれ同じ抵抗値を持って直列に配置されている第１の測定抵
抗器Ｒ１から第１０の抵抗器Ｒ１０までと、電池Ｚ１，．．．Ｚ１０のうちの１つの電池
のプラス極とそれぞれこれに並列に接続可能な測定抵抗器Ｒ１，．．．Ｒ１０との間をそ
れぞれ接続する第１のスイッチＳ１から第１０のスイッチＳ１０までとを含んでいる。
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【００３１】
　図１には、さらに、測定制御器１０が図示されている。測定制御器１０は、各スイッチ
Ｓ１，．．．Ｓ１０を操作するため、制御出力部を有している。測定制御器１０はさらに
電圧測定入力部を含んでおり、該電圧測定入力部には、第１測定抵抗器Ｒ１を介して降下
した測定電圧Ｖ測定値が測定用に送られる。
【００３２】
　測定制御器１０は好ましくはマイクロプロセッサにより構成されている。スイッチＳ１
，．．．Ｓ１０は好ましくは切換え可能な半導体スイッチ（たとえばバイポーラトランジ
スタ、ＭＯＳＦＥＴ等）の形態で実施されている。
【００３３】
　図１には、第１の電流から第１０の電流Ｉ１，．．．Ｉ１０までを破線で示してある。
これらの電流はそれぞれ電池Ｚ１，．．．Ｚ１０のうちの１つの電池からこれに接続され
ている（閉じた）スイッチＳ１，．．Ｓ１０とこれに接続されている測定抵抗器Ｒ１，．
．Ｒ１０の直列回路とを介してアースへ流れる。
【００３４】
　電池Ｚ１，．．Ｚ９のうちの１つの電池の電池電圧を検出するため、一方では、この電
池に接続されているスイッチを閉じ、すなわちこの測定すべき電池のプラス極と接続され
ている（付属の）スイッチＳ１，．．．Ｓ９を閉じる。
【００３５】
　他方で、参照ポテンシャルよりも高い電圧を持った電池に接続されている少なくとも１
つの他のスイッチ、好ましくは最高電圧を持った電池に接続されているスイッチ、図１に
図示した実施形態では第１０のスイッチＳ１０を、同様に閉じる。他の有利な変形実施形
態として、測定すべき電池よりも高い電圧を持っているすべての電池のスイッチを閉じる
ようにしてもよい。他のスイッチはすべて開くか、或いは、開いたままにしておく。
【００３６】
　前記他のスイッチとして第１０のスイッチＳ１０を閉じる場合には、平衡バッテリーパ
ック１００を前提とすれば、すべての電池Ｚ，．．．Ｚ１０とすべての測定抵抗器Ｒ１０
，．．．Ｒ１とに共通の同じ電流Ｉ１０が流れるので、すべての電池Ｚ１，．．．Ｚ１０
に関し同じ電圧が設定されることが達成される。その結果、閉じたスイッチＳｉを介して
測定すべき電池に流れる電流は最小であり、或いは、実質的にゼロである。各時点で各電
池Ｚ１，．．．Ｚ１０には同じ電流が流れるので、測定によって非平衡状態が生じること
はない。さらに、万が一電池の非平衡状態が生じても、本発明による装置によって十分に
平衡化される。
【００３７】
　たとえば、外側の接続部の間でのバッテリーパック１００の全公称電圧が４０Ｖであり
、第１０のスイッチＳ１０を閉じたものとし、電池が平衡電池であるとすると、各電池Ｚ
１，．．．Ｚ１０と各測定抵抗器Ｒ１，．．．Ｒ１０とにはそれぞれ４Ｖの公称電圧降下
が生じる。いま、たとえば第８の電池Ｚ８のプラス極で電圧の測定を観察すると、第８の
測定抵抗器から第１の測定抵抗器Ｒ８，．．．Ｒ１までの直列回路の電圧は、第８のスイ
ッチＳ８を閉じることによって変化しない。その理由は、測定抵抗器Ｒ１からＲ８までの
直列回路の電圧と電池Ｚ１からＺ１８までの全電圧とはそれぞれ同じ大きさ（本例ではそ
れぞれ８×４＝３２Ｖ）だからである。第８のスイッチＳ８を閉じることによってポテン
シャル差が補償されないので、この第８のスイッチＳ８を流れる第８の電流Ｉ８は実質的
にゼロに等しい。測定電流Ｉ１０は、第１０のスイッチＳ１０と測定抵抗器Ｒ１０，．．
．Ｒ１の直列回路のみを流れる。この測定電流はすべての電池Ｚ１，．．．Ｚ１０を流れ
るので、バッテリーパック１００は非平衡化しない。
【００３８】
　１つの特定の電池Ｚ１，．．．Ｚ１０の電池電圧は、第１の測定抵抗器Ｒ１で降下する
２つの測定電圧Ｖ測定値を減算し、且つ測定抵抗器Ｒｉに基づくその都度の電圧分配比率
を考慮して、次のようにして検出する。
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　たとえば第８の電池Ｚ８の実際の電池電圧を測定する場合には、測定制御器１０により
第８のスイッチＳ８と前述したように好ましくは第１０のスイッチＳ１０とを閉じる。次
に、測定制御器１０により第１の測定抵抗器Ｒ１における電圧降下、すなわち測定電圧Ｖ

測定値を測定し記憶する。次に第８のスイッチＳ８を開き、第７のスイッチＳ７を閉じる
。この時点で測定制御器１０により第１の測定抵抗器Ｒ１での測定電圧Ｖ測定値を測定し
て記憶する。
【００４０】
　次に、第８のスイッチＳ８を閉じた後に測定した測定電圧Ｖ測定値を測定制御器１０を
用いて電圧分配比率（Ｒ１＋Ｒ２＋．．．＋Ｒ８）／Ｒ１と掛け合わせる。その結果、抵
抗器Ｒ１ないしＲ８の直列回路の全電圧が得られ、従って直列に接続されている電池Ｚ１
，．．．Ｚ８の全電圧が得られる。
【００４１】
　対応する演算を、第７のスイッチＳ７を閉じた後に測定し記憶した測定電圧Ｖ測定値に
対しても行い、すなわち測定電圧を電圧分配比率（Ｒ１＋Ｒ２＋．．．＋Ｒ７）／Ｒ１と
掛け合わせ、その結果抵抗器Ｒ１ないしＲ７の直列回路においてて降下する電圧または電
池Ｚ１ないしＺ７の全電圧が得られる。
【００４２】
　算出したこれら２つの電圧を互いに減算することにより、最終的に第８の電池Ｚ８にお
ける所望の実際の電池電圧が得られる。
【００４３】
　上記の２つの電圧分配比率はすべての測定電圧に対し好ましくは測定制御器１０に記憶
され、その結果電圧分配比率を測定ごとに新たに算出する必要はない。
【００４４】
　測定制御器１０は、好ましくは、利用者が測定すべき電池を選定し或いは入力し、次に
測定制御器１０がこれに依存して前述の方法にしたがって該当するスイッチを開閉し、選
定した電池の電池電圧を算出して表示するように構成されている。この目的のため、測定
制御器１０は、好ましくは、対応的にプログラミングされたマイクロプロセッサユニット
と、メモリと、入出力器とを有している。
【００４５】
　バッテリーパック１００の電池Ｚ１，．．．Ｚ１０が異なる電池電圧を有している場合
には、直列に接続されている測定抵抗器Ｒ１，．．．Ｒ１０の抵抗値は、電池電圧の電圧
分配比率に対応して次のように互いに整合している必要があり、すなわち第１０のスイッ
チが閉じて他のすべてのスイッチが開いているときに、各測定抵抗器において、該測定抵
抗器に並列に位置している電池での電圧降下と同じ電圧降下が生じるように整合している
必要がある。
【００４６】
　本発明による装置は、充電／放電過程の間に個々の電池の状態を監視するようにするた
め、有利には、たとえば充電器との組み合わせで使用することができる。
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